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経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
（
平
成
３０
年
度
の
保
険
料

は
月
額
１
万
６
３
４
０
円
）
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

申
請
に
よ
り
免
除
ま
た
は
猶
予
と

な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
任
意
加
入
者
の
方
は
、
制
度
を

　

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
免
除
・
猶
予
と
も
所
得
制
限
が

　

あ
り
、
所
得
が
一
定
額
以
下
で

　

な
け
れ
ば
承
認
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
離
職
者
の
方
は
申
請

　

の
際
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
発
行
の

　

離
職
票
を
確
認
で
き
れ
ば
、
承

　

認
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

本
人
･
配
偶
者
･
世
帯
主
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
方
が
対
象
と
な

る
制
度
で
、
所
得
に
応
じ
保
険
料

の
全
額
ま
た
は
一
部
（
３
段
階
に

分
か
れ
ま
す
）
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
全
額
を

納
付
し
た
時
と
比
べ
、
年
金
受
給

額
が
次
の
額
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

◇
全
額
免
除
制
度　

２
分
の
１

◇
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
制
度

･

４
分
の
１
納
付
（
一
部
保
険
料

　

４
０
９
０
円
）
８
分
の
５

･

２
分
の
１
納
付
（
一
部
保
険
料

　

８
１
７
０
円
）
８
分
の
６

･

４
分
の
３
納
付
（
一
部
保
険
料

　

１
万
２
２
６
０
円
）
８
分
の
７

※
一
部
納
付
制
度
の
承
認
期
間
中

　

に
保
険
料
を
納
付
し
な
か
っ
た

　

場
合
は
、
そ
の
未
納
額
お
よ
び

　

免
除
額
は
通
常
未
納
し
た
場
合

　

と
同
じ
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　

５０
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
と
配

偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
方

が
対
象
と
な
る
制
度
で
す
。

　

承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
将
来
受

け
取
る
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に

は
加
算
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
受
給

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

　

・

・

・

・

・

・

・

・

・

　

申
請
方
法
や
所
得
制
限
の
基
準

等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

全
額
免
除
制
度
・

一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
制
度

納

付

猶

予

制

度

保
険
料
、
納
め
る
の
が

困
難
な
と
き
は…

国民年金国民年金

■問合せ

国保年金課年金係

☎０２９－８８５－０３４０

（内）１１６

■問合せ

国保年金課年金係

☎０２９－８８５－０３４０

（内）１１６

■問合せ　村教育委員会学校教育課☎０２９－８８５－０３４０■問合せ　村教育委員会学校教育課☎０２９－８８５－０３４０

美浦村内小中学校の働き方改革について
美浦村教育委員会では、平成３０年度、美浦村内小中学校の働き方改革として、以下の５つの取り組みを実

施することといたしました。

働き方改革に取り組むことにより、教職員が本来業務にゆとりをもって専念し、子どもたちと向き合う時

間を確保することができるよう、勤務環境の改革を進めてまいります。

夏季休業期間中の８月１１日（土）～１６日（木）の６日間および１１月１３日（火）県民の日を、

各学校が学校業務を行わない学校閉庁日とする。

学校閉庁日の実施

早期退庁日の実施

部活動休養日の実施

勤務時間の見える化の取り組み

時差出勤の実施

各学校で月１回以上、早期退庁日を設定し実施する。

部活動は、原則として週２日間休養日を設ける。

時間管理の意識づけとして、勤務時間の見える化に取り組む。

夏季および冬季休業期間中に、時差出勤を実施する。

※学校閉庁日は留守番電話による対応を行います。また、学校閉庁日に児童・生徒の身体生命に関わるよ

　うな緊急事態が発生した際は、美浦村役場にご連絡ください。
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